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た状態は「Skin Hunger：皮膚接触渇望」などとも

表現され，深刻なメンタルヘルスへの影響が報告さ

れています．では，このような状況において情報処

理技術ができることは何でしょうか？

　この小特集では，特に触覚の情報処理技術や体験

デザインについて取り上げます．触覚の情報処理技

術は，振動といった触覚に関するセンサ情報を，ネッ

トワークを介して伝達し，振動デバイス等で提示す

るものですが，この情報が映像や音声と一緒に届け

られ，かつ適切な状況で使用されることで，それに

対して存在感を感じ，情動的な働きかけを行うこと

ができます．これまで，触覚の情報処理の研究をし

ていると，結局，「直接触れる（ダイレクト・タッ

チ）」にはかなわない，ということを言われてきま

した．しかし，他者に直接触れることが憚られ，そ

れがさまざまな心身の問題を引き起こしている現在

の社会環境では，触覚の情報処理はエッセンシャル

なテクノロジーとなりつつあるのです．今こそ，そ

れぞれの人の心の良い状態に寄与する触覚情報処理

技術，体験デザインが重要となるのです．

触覚と情報処理触覚と情報処理
小特集小特集

　現在，社会の第一の関心は，新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）をどう克服するか，そして経

済を始めとする人々の社会活動をどのように立て直

すことができるのかということです．しかしながら，

このウイルスの蔓延が終息したとしても，その生活

への影響はいきなりなくなるわけではないでしょ

う．現在のワークプレイスでは，リモートワークや

オンライン会議が取り入れられ働き方のスタンダー

ドが変化しました．教育の現場でも，オンライン授

業が取り入れられています．多くの人が集まって熱

狂を共有するスポーツやエンタテインメントの在り

方，科学館や美術館の鑑賞の仕方も，体験型ととも

にネットワークを通した体験が模索されています．

　これらの変化に通底する要因は，人々のコミュニ

ケーションにおいてダイレクト・タッチが憚られる

ようになったということです．老若男女誰もが場所

によらずウイルスという目に見えないリスクに配慮

せねばならず，これまで当然であった直接会って話

すこと，直接触れ合うことができなくなりました．

このような接触を通した人と人の心の交感が欠如し
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　第 1の記事では，「ウェルビーイングにおける触
覚の役割」と題し，小特集エディタの一人である，
渡邊がコロナ禍における触覚の役割や触覚のテクノ

ロジーがもたらす「つながり」について，ウェルビー

イング（Well-being）という視点から述べます．ウェ

ルビーイングな社会を実現する上で，触覚の情報処

理技術はどのように貢献することができるのか，共

感的な触覚コミュニケーションの事例を挙げるとと

もに，技術的な標準化についても紹介します．

　第 2の記事では，「触覚の情報化が拓く新しいコ
ミュニケーション」と題し，名古屋工業大学の田中
由浩教授に，触覚の計測・提示，触覚共有について

執筆いただきました．田中教授らが開発した「ウェ

アラブル皮膚振動センサ」は，装着者の動きを阻害

することなく，人それぞれの一期一会の触感を計測

することができます．その脳卒中患者の方へのリハ

ビリテーションの応用や，触覚を共有する複数の人

の協調作業についての事例を紹介いただきます．リ

アルタイムに触覚を伝え合うことで，私たちの行動

や認知はどのように変化するのでしょうか．

　第 3の記事では，「共生社会へ向けた触覚を使っ
たワークショップ」と題し，NTTコミュニケー

ション科学基礎研究所の駒﨑掲さんに，身体や感覚

の異なる多様な人たちとのインクルーシブなワーク

ショップの体験デザインについて紹介いただきます．

視覚障害者 5人制サッカーのパラアスリートととも

に行った小学生向けワークショップでは，触覚ツー

ルを用いることで，子どもたちの身体的な想像力や

創造力を育むことを目指しています．

　第 4の記事では，「支え合いと信頼の経済学」と
題し，明治学院大学の犬飼佳吾准教授に経済学と身

体性について，その展望を述べていただきました．

実は，私たちの価値のやりとりにおいて，身体的な

感覚は大きな役割を担っています．他者との価値の

やりとりにおいて，他者に対する信頼は大きな要因

となりますし，その信頼醸成に触覚や身体の感覚は

大きな影響を与えます．

　第 5の記事では，特別寄稿として「PS5 用ゲーム
コントローラ「DualSense」はどのようにして生ま
れたか」と題し，テクニカルジャーナリストの西川
善司さんに Sony PlayStation 5のゲームコントロー

ラ開発秘話を紹介いただきました．特に，振動提示

部について，そのデザイン原理を詳細にレポートい

ただきました．開発の背景を知ることでその体験は

より味わい深いものとなるでしょう．

　これからの社会において，触覚のテクノロジーは

不要不急ではない，エッセンシャルなものになるは

ずです．本小特集が，これからの社会を実装する一

助になればと思います．

（2021年 4月 19日）
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33 共生社会へ向けた触覚を使ったワークショップ 共生社会へ向けた触覚を使ったワークショップ
　 ―「感じるスポーツラボ」の実践―　 ―「感じるスポーツラボ」の実践―

感覚体験の4STEPに
基づいたWorkshop

共生社会
身体的想像力

身体的創造力

体育 道徳

感じるスポーツラボ

駒﨑　掲 NTT コミュニケーション科学基礎研究所

　身体や感覚の異なる多様な人たちと，さまざまな感

覚体験を一緒に楽しみ学ぶためのインクルーシブな取

り組みの手法についての解説です．多様な人々が互い

に認め合う共生社会へ向けて，特に触覚的なツールを

用いることによって，身体的な想像力や創造力を育み，

自己と他者への理解を深める学びの場を「感じるスポー

ツラボ」の実践によって実現します．

11 ウェルビーイングにおける触覚の役割 ウェルビーイングにおける触覚の役割
　 ―心の豊かさの多様性をつなぐテクノロジー―　 ―心の豊かさの多様性をつなぐテクノロジー―

渡邊淳司 NTT コミュニケーション科学基礎研究所

　現在，ウェルビーイングは新しい豊かさの指標，新しい発想のきっかけとして重要な考え方となってきて

います．そして，特に，人との関係性，人との調和が持続的ウェルビーイングの要因として重要であること

が知られており，このためのコミュニケーションや場を，触覚の情報通信技術がどのように支援し，共進化

するのかを考えていく必要があります．本稿では，触覚による共感的な体験および，その下支えとなる標準

化について紹介します．

22 触覚の情報化が拓く新しいコミュニケーション 触覚の情報化が拓く新しいコミュニケーション
　 ―身体拡張と身体融合の可能性―　 ―身体拡張と身体融合の可能性―

　触覚は，私たちの身体に依存したきわめて主観的な感

覚です．これまで自己に内在していた触覚は，テクノロ

ジーによって他者に伝えることができるようになってき

ました．本稿では，このような主観的な触覚の特徴につ

いて述べ，触覚のフィードバックによる自己の身体の拡

張や，触覚の共有による他者との身体的な融合の可能性

について，研究事例を交えて示し，研究課題や応用・発

展について考察します．

田中由浩 名古屋工業大学
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触覚と情報処理                        　　　　　　　　　　　　　　　　          概要　　　　　　　　　概要

44  支え合いと信頼の経済学支え合いと信頼の経済学
　  ―身体性とこれからの経済学に向けて―　  ―身体性とこれからの経済学に向けて―

犬飼佳吾 明治学院大学経済学部経済学科

　従来，実験などすることがほとんどなかった経済学において，実験研究が盛んに行われるようになってき

た．こうした実験の結果は，経済学における人間モデルを少しずつ変えつつある．各種実験から得られた人

間モデルでは，従来の経済学において必ずしも明示的には考えられてこなかった身体との関係を考察する必

要性がある．こうした背景を受け，本稿では新しい経済学の方向性について考察する．

　　55  PS5 用ゲームコントローラ「DualSense」はPS5 用ゲームコントローラ「DualSense」は
　 どのようにして生まれたか　 どのようにして生まれたか
⻄川善司 トライゼット

　2020年末に発売された新世代ゲーム機のソニー，PS5．この PS5の
ために専用開発された新ゲームコントローラが「DualSense」だ．この
DualSenseには，広帯域な振動表現を実現する「ハプティックフィー
ドバック」と，トリガボタンに表現力豊かな抵抗力覚を提示できる「ア
ダプティブトリガー」という独創的な新機能が搭載されている．本稿で
は，この二大注目機能についての開発経緯や技術的注目ポイントを紹介
する．取材に応じてくれたのはソニー・インタラクティブエンタテイン
メント，ハードウェア設計部門ペリフェラル設計部部長の五十嵐健氏．
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